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配布資料：

１）２００５年度　第３回阪神地区協議会運営委員会　議事次第

２）２００５年度　第２回阪神地区協議会定期総会　資料（案）

３）２００５年度　阪神地区相互利用分担保存委員会報告

４）「大学図書館近畿イニシアティブ」関連資料

　議事に先立ち、理事校の大阪国際大学・桶谷猪久夫総合メディアセンター長挨拶。引き続き、本日の配布資料の確認を行ったうえで、理事校である大阪国際大学・吉岡肖治課長代理の司会で議事に入る。

議事：

議題１．２００５年度　第２回阪神地区協議会定期総会の運営について

  理事校から「標記定期総会について、別紙資料のとおり運営したい。」旨、提案があり、資料に基づき説明があった。審議の結果、配布資料を修正の上、これを第２回定期総会資料とすることを承認した。

議題２．２００５年度　第２回阪神地区協議会定期総会議長の選出について

理事校から別紙資料に基づき、２００５年度第２回定期総会の議長校は関西国際大学となる旨の報告があり、これを承認した。

議題３．２００５年度　阪神地区相互利用分担保存委員会報告について

相互利用運営幹事校から、別紙資料に基づき、報告があった。併せて、分担保存に関する実態

調査結果報告（案）の説明がなされた。なお、本件を２００５年度第２回定期総会の報告事項と

することを承認した。

議題４．「大学図書館近畿イニシアティブ」専門委員の選出について
　理事校から、別紙資料に基づき、標記の件に係る経過説明等の報告を行った。阪神地区協議会からは、能力開発専門委員として姫路獨協大学の梶浦氏、近畿大学の鹿田氏に、広報検討専門委員として大阪工業大学の杉田氏に依頼したことを、阪神地区のメーリングリストで報告している件について正式承認を得るためであることを説明し、審議の結果、本件を２００５年度第２回定期総会の協議事項とすることを承認した。

　

議題５．２００７～２００８年度私立大学図書館協会西地区部会会長校について
　理事校から、別紙資料に基づき、２００７～２００８年度の西地区部会長校候補の順位１位である大阪学院大学に対して、現西地区部会長校の久留米大学とともに就任依頼を行い、承諾していただいたことを説明した。審議の結果、本件を２００５年度第２回定期総会の協議事項とすることを承認した。

議題６．２００６～２００７年度相互利用運営幹事校について
　理事校から、２００６～２００７年度の相互利用運営幹事校の交替について、説明があった。「阪神地区研究会幹事校・阪神地区相互利用運営幹事校」の順位表に従って打診した結果、関西福祉科学大学から引き受ける旨の回答をいただいたことを、阪神地区のメーリングリストで報告している件について正式承認を得るためであることを説明し、審議の結果、本件を２００５年度第２回定期総会の協議事項とすることを承認した。併せて、ポイント等は別紙資料に記載のとおり、２００６～２００７年度の相互利用運営幹事校に加算して、２００６年度の上記順位表に反映することを確認した。

議題７．２００６年度西地区部会研究会について
　理事校より、標記の件について、当番校の近畿大学、西地区部会長校の久留米大学と連絡を取り合って研究発表者を調整していること、現時点で、阪神地区、中国・四国地区、九州地区から研究発表者の推薦が届いている旨の報告を行い、審議の結果、本件を２００５年度第２回定期総会の報告事項とすることを承認した。

議題８．大阪青山大学からの阪神地区協議会への加盟申し込みについて
　理事校より、別紙資料に基づき、大阪青山大学より私立大学図書館協会への加盟申し込みがあり、協会上部組織へ通知済みであるとの説明があった。審議の結果、本件を２００５年度第２回定期総会の協議事項とすることを承認した。

議題９．その他
　１．阪神地区協議会役員校輪番制確定基礎資料について

　　　理事校より、標記の件について、輪番制確定基礎資料の「阪神地区研究会幹事校・阪神地区相互利用運営幹事校」ローテーション表に実状と一致しない点があり、同資料の見直しが必要であるとの説明があった。審議の結果、本件を２００５年度第２回定期総会の談話事項とすることを承認した。

　２．相互利用担当者連絡会の承合事項について

　　　相互利用運営幹事校より、標記の件について、相互利用担当者連絡会の承合事項としては相応しくないものも見受けられるが、阪神地区で承合事項を諮れる会合は、相互利用担当者連絡会と定期総会しかない、メーリングリストの有効利用を含めてより適切な提案機会はないかとの提案があった。審議の結果、本件を２００５年度第２回定期総会の談話事項とすることを承認した。

議事終了後、理事校から挨拶があり閉会した。

以  上

